
わが国の物流の要衝京浜港

「国際コンテナ戦略港湾」震災乗り越えさらなる一歩

　
昨
年
８
月
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港

湾
」
の
公
募
に
際
し
、
京
浜
港

東
京
港
、
川
崎
港
、
横
浜

港

は
、
阪
神
港
と
と
も
に
選

定
を
受
け
た
。

　
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港

湾
」
と
し
て
、
わ
が

国
を
代
表
す
る
国
際

貿
易
港
と
し
て
の
地

位
を
維
持
・
拡
大
し

て
い
く
た
め
、京
浜

港
は
、タ
ー
ミ
ナ
ル

賃
貸
料
の
低
減
や
各

種
優
遇
措
置
の
展

開
、
国
内
輸
送
網
の

活
性
化
、
Ｃ
Ｔ
の
再

編
や
一
体
的
運
営
に

よ
る
利
便
性
・
生
産

性
の
向
上
な
ど
、
具

体
的
な
施
策
に
向
け

着
々
と
準
備
を
進
め

て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
年

３
月
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
京
浜
港

が
国
内
貨
物
集
荷
策

を
展
開
す
る
上
で
重

要
な
、
東
北
地
方
か

ら
茨
城
に
至
る
太
平
洋
岸
の
各

港
湾
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
発
生
に
よ
る
放

射
能
汚
染
の
懸
念
か
ら
、
海
外

の
荷
主
や
船
会
社
が
京
浜
港
を

敬
遠
す
る
動
き
や
、
電
力
不
足

に
よ
る
港
湾
機
能
維
持
へ
の
不

安
が
発
生
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
し
て

は
、
京
浜
三
港
で
の
連
携
の
も

と
、
次
々
に
施
策
を
展
開
し
て

い
っ
た
。
被
災
地
支
援
と
し
て

は
、
京
浜
港
と
被
災
地
港
湾
を

航
行
す
る
船
舶
の
入
港
料
な
ど

の
免
除
、
海
上
輸
送
か
ら
陸
上

輸
送
に
変
更
し
た
荷

主
企
業
へ
の
支
援
、

内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
航

路
の
復
活
支
援
な
ど

を
実
施
。
放
射
能
汚

染
の
風
評
被
害
対
策

と
し
て
は
、
大
気
、

海
水
、
輸
出
コ
ン
テ

ナ
に
か
か
る
放
射
線

・
放
射
能
の
測
定
お

よ
び
結
果
の
公
表
を

行
う
と
と
も
に
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
船
会
社
な
ど

が
行
っ
た
放
射
線
測

定
に
対
し
て
は
、
国

と
連
名
で
証
明
書
を

発
行
。
ま
た
、
電
力

不
足
対
策
と
し
て

は
、
Ｃ
Ｔ
へ
の
自
家

発
電
機
の
導
入
な
ど

を
実
施
し
た
。

　
震
災
の
影
響
は
完
全
に
払
拭

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
京

浜
港
は
こ
れ
ま
で
の
連
携
強
化

に
加
え
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略

港
湾
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を

着
実
に
実
施
し
、
日
本
経
済
を

支
え
る
物
流
基
盤
、
そ
し
て
ア

ジ
ア
の
拠
点
港
湾
と
し
て
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
。

首
都
圏
支
え
る
一
大
物
流
拠
点

写
真
提
供
　
東
京
都
港
湾
局

戦
略
港
湾
実
現
へ
整
備
進
め
る

東京港

横浜港

高
機
能
物
流
拠
点
さ
ら
に
充
実

川崎港
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東
京
港
は
、
１
９
４
１
年

に
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港

し
、
大
都
市
産
業
や
住
民
生

活
に
必
要
な
物
資
を
担
う
都

市
型
産
業
港
湾
と
し
て
発
展

を
遂
げ
、
今
年
５
月
に
開
港

周
年
を
迎
え
た
。

　
２
０
１
０
年
の
外
貿
コ
ン

テ
ナ
取
り
扱
い
個
数
は
、
ア

ジ
ア
、
北
米
地
域
と
の
輸
出

入
が
増
加
し
、
過
去
最
高
の

約
３
８
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

速
報

値

を
記
録
す
る
な
ど
、
首

都
圏
を
支
え
る
一
大
物
流
拠

点
と
し
て
着
実
に
成
長
を
続

け
て
い
る
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
諸
港
の
躍

進
が
続
く
中
、
東
京
港
に
お

い
て
も
、
経
済
活
動
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
利
用
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
、
港
湾
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
に
適
切

に
対
応
し
、
国
際
競
争
力
の

強
化
に
向
け
た
施
策
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、

年
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
策
定
し
た
第
３

次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

も
と
、
コ
ン
テ
ナ
搬
出
入

の
シ
ャ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
港
湾
物
流
効
率
化
な

ど
、
先
進
的
か
つ
効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
貨
物
集
荷
制
度

な
ど
、
京
浜
三
港
が
連
携

し
た
施
策
も
併
せ
て
実
施

し
て
い
く
。

　
施
設
面
で
は
、
東
京
港

臨
海
道
路
第

期
が
今
年

度
中
の
開
通
を
予
定
し
、

臨
海
部
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
円
滑
化
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
中
央
防
波
堤

Ｃ
Ｔ
の
ほ
か
、
既
存
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
再
編
や
南
北
軸

の
強
化
な
ど
、
よ
り
一
層

使
い
や
す
い
港
と
な
る
よ

う
、
港
湾
機
能
の
一
層
の

充
実
・
強
化
に
努
め
て
い

く
。

　
工
業
港
と
し
て
首
都
圏
の

経
済
を
支
え
て
き
た
川
崎
港

は
、
現
在
、
首
都
高
速
湾
岸

線
・
横
羽
線
、
東
京
湾
ア
ク

ア
ラ
イ
ン
な
ど
に
よ
り
、
東

京
方
面

羽
田
空
港

・
横

浜
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年

に
は
東
扇
島
と
水
江
町
を

橋
梁
で
結
ぶ
臨
港
道
路
も

り
ょ
う

き
ょ
う

整
備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
利
便

性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　
ま
た
、
臨
海
部
へ
の
企
業

集
積
に
加
え
、
東
扇
島
地
区

に
は
か
わ
さ
き
フ
ァ
ズ
物
流

セ
ン
タ
ー
や
国
内
最
大
の
冷

凍
冷
蔵
倉
庫
群
な
ど
、
港
湾

物
流
機
能
が
充
実
し
て
い

る
。

年
に
は
、
年
間
入
港

船
舶
総
ト
ン
数
が
約
１
億

万
総

、
貨
物
量
は
約
８
６

２
３
万

に
達
し
、
両

数

と
も
全
国
７
位
の
実
績
を
誇

る
。

　
Ｃ
Ｔ
に
は
、
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
定
期
航
路
が
就
航

し
、
そ
の
背
後
地
に
あ
る
総

合
物
流
拠
点
地
区
に
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
一

体
的
に
活
用
す
る
高
機

能
物
流
拠
点
施
設
を
誘

致
す
る
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
す
で
に
第
１
期

地
区
約

に
は
４
社

の
企
業
が
進
出
し
て
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
第

２
期
地
区
約

に
も

冷
凍
冷
蔵
事
業
者
な
ど

５
社
の
企
業
の
進
出
が

決
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
京
浜
三
港

が
連
携
し
た
中
で
、
よ

り
使
い
や
す
い
港
と
し

て
、
外
航
・
内
航
定
期

航
路
の
拡
充
や
貨
物
集

荷
制
度
の
施
策
展
開
な

ど
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
、
さ
ら
な

る
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
く
。

　
横
浜
は
、
１
８
５
９
年
の

開
港
以
来
、
日
本
を
代
表
す

る
国
際
都
市
と
し
て
、
横
浜

港
を
中
心
に
、
急
速
な
経
済

発
展
を
続
け
る
ア
ジ
ア
新
興

国
や
世
界
各
都
市
と
の
多
様

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
き
た
。
　
　
　
　

　
わ
が
国
が
長
引
く
景
気
低

迷
か
ら
脱
却
す
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

か
ら
一
日
も
早
く
復
活
す
る

た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
構
築

し
て
き
た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
「
国

際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
」
を

実
現
し
、
横
浜
港
の
国
際
競

争
力
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
戦
略
港
湾
の
実
現
に
向

け
、
具
体
的
な
一
歩
を
踏
み

出
す
今
年
度
の
横
浜
港
は

「
国
際
競
争
力
の
あ
る
港
」

「
市
民
が
集
い
、
憩
う
港
」

安
心
・
安
全
な
港
を
運
営

方
針
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、

南
本
牧
の
水
深

高
規
格

Ｃ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
―
３
タ
ー

ミ
ナ
ル

や
南
本
牧
と

首
都
高
速
湾
岸
線
を
結

ぶ
南
本
牧
ふ
頭
連
絡
臨

港
道
路
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
。

　
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て

も
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
と
横
浜
港
を
結

ぶ
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー
航

路
に
対
し
て
物
流
の
復

興
を
支
援
す
る
た
め
の

補
助
制
度
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
基
幹
航
路

の
充
実
に
向
け
た
集
荷

策
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
横
浜
港
埠
頭

公
社
の
民
営
化
に
向
け

た
準
備
な
ど
を
着
実
に

進
め
、
効
率
的
な
港
湾

経
営
を
さ
ら
に
推
進
す

る
。


